
集
い
で
は
、
名
松
線
廃
線
の
危

機
に
直
面
し
た
当
時
「
名
松
線
を

守
る
会
」
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
結
城
實
元
津
市
自
治

会
連
合
会
美
杉
支
部
会
長
も
参

加
し
て
、
「
廃
線
の
危
機
に
２
週

間
で
11
万
６
２
０
０
筆
の
復
旧

を
求
め
る
署
名
を
集
約
し
、
結
果

的
に
６
年
の
歳
月

を
要
し
た
が
復
旧

全
線
開
通
と
な
っ

た
。
三
重
の
会
や
国

労
三
重
県
支
部
の

支
援
・
協
力
の
賜

物
」
と
激
励
の
挨
拶

を
頂
い
た
。

ま
た
、
国
労
名
古

屋
地
本
鶴
山
書
記

長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
東
海

職
場
か
ら
の
報
告

と
Ｊ
Ｒ
30
年
検
証

委
員
会
の
提
言
」
を

行
い
、
鉄
道
の
安
全

と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
る

東
海
の
会
の
村
上
俊
雄
会
長
（
元

愛
知
県
高
教
組
委
員
長
）
か
ら

「
Ｊ
Ｒ
の
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

ー
運
動
の
方
向
を
求
め
て
」
と
題

し
た
講
演
を
頂
い
た
。

討
論
の
あ
と
、
「
国
鉄
闘
争
を

支
援
す
る
三
重
の
会
」
の
名
称
を

「
Ｊ
Ｒ
を
良
く
す
る
会
三
重
（
略

称
Ｊ
Ｒ
ネ
ッ
ト
三
重
）
」
と
発
展

的
に
変
更
し
、
規
約
案
を
了
承
し

集
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

【
名
古
屋
地
本
発
】
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一
日
行
動
の
午
前
中
は
、
各
政

党
と
衆
議
院
・
参
議
院
国
土
交

通
委
員
及
び
北
海
道
・
四
国
・

九
州
選
出
議
員
へ
の
要
請
行
動

を
取
り
組
ん
だ
。

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
会
議

室
に
て
、
東
日
本
・
東
海
・
貨
物

の
組
合
員
を
中
心
に
要
請
行
動

の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

松
川
書
記
長
か
ら
要
請
行
動

の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
瀧
口
教

宣
部
長
か
ら
取
り
組
み
に
あ
た

っ
て
の
諸
注
意
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
要
請

書
「
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
に
あ
た
っ

て
、
鉄
道
政
策
に
関
す
る
提
言
」

と
冊
子
「
Ｊ
Ｒ
30
年
の
検
証
」
を

持
っ
て
衆
・
参
国
土
交
通
委
員

へ
の
要
請
を
行
っ
た
。

ま
た
、
北
海
道
・
四
国
・
九
州

選
出
議
員
へ
の
要
請
行
動
は
北

海
道
・
四
国
・
九
州
エ
リ
ア
本

部
の
書
記
長
に
よ
り
取
り
組
ま

れ
た
。

政
党
へ
の
要
請
は
、
１
班
は
菊

池
委
員
長
を
班
長
に
民
進
党
、
立

憲
民
主
党
、
希
望
の
党
。
２
班
は

松
川
書
記
長
を
班
長
に
社
民
党
、

自
由
党
。
３
班
は
佐
々
木
副
委
員

長
を
班
長
に
公
明
党
、
共
産
党
に

要
請
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

午
後
に
は
、
代
々
木
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
に
て
「
２
０
１
８
春
闘

勝
利
３
・
６
中
央
総
決
起
集
会
」

を
開
催
し
、
前
日
か
ら
国
労
青

年
・
女
性
・
家
族
中
央
総
行
動

を
取
り
組
み
、
午
前
中
の
学
習
交

流
会
を
終
え
た
青
年
部
・
女
性

部
・
家
族
会
も
加
わ
り
、
全
国
か

ら
３
５
０
人
の
組
合
員
が
結
集

し
、
佐
々
木
副
委
員
長
の
開
会
挨

拶
、
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
菊
池
本

部
委
員
長
が
18
春
闘
を
闘
う
に

あ
た
っ
て
の
構
え
と
決
意
を
述

べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
交
運
労
協
の
高

松
伸
幸
事
務
局
長
、
全
労
協
の
金

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
対

す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

異
常
な
ま
で
の
組
織

攻
撃
が
仕
掛
け
ら

れ
、
何
万
人
と
い
う

単
位
で
の
組
織
脱
退

が
進
ん
で
い
る
▼
鬼
と
呼
ば
れ
た

動
労
（
革
マ
ル
派
）
が
一
夜
に
し
て

国
鉄
分
割
・
民
営
化
容
認
に
方
針

転
換
し
、Ｊ
Ｒ
発
足
後
は
Ｊ
Ｒ
総
連

の
要
職
を
占
め
、「
一
企
業
一
組
合
」

を
標
榜
し
、会
社
と
共
に
国
労
潰
し

に
加
担
し
て
き
た
▼
警
察
庁
警
備

局
が「
極
左
暴
力
集
団
革
マ
ル
派
が

Ｊ
Ｒ
総
連
に
相
当
浸
透
し
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
中
、箱
根
以
西
の
Ｊ
Ｒ

東
海
・
西
日
本
・
四
国
・
九
州
で

は
「
革
マ
ル
派
」
を
排
除
し
会
社
主

導
の
新
組
合
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が
結
成

さ
れ
た
▼
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
に
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
「
革
マ
ル
派
」
排
除

を
決
断
し
た
。
そ
れ
は
、
冨
田
社
長

が
経
団
連
の
副
会
長
に
内
定
し
た

事
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
▼

東
労
組
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
口
実

に
、
職
場
で
は
一
斉
に
会
社
幹
部

が
「
会
社
が
置
か
れ
た
情
勢
に
つ

い
て
」
の
説
明
を
繰
り
返
し
、
冨
田

社
長
名
に
よ
る
「
社
員
の
皆
さ
ん

へ
」
が
３
度
も
出
さ
れ
、
陰
に
陽
に

東
労
組
組
合
員
に
対
し
、
労
働
組

合
な
の
か
会
社
な
の
か
の
選
択
を

迫
っ
て
き
た
▼
東
労
組
が
ス
ト
ラ

イ
キ
を
中
止
し
て
も
、
一
方
的
に

「
労
使
共
同
宣
言
」
を
破
棄
し
、
今

も
続
く
組
織
攻
撃
に
若
い
組
合
員

は
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
▼
東
労
組

を
脱
退
し
た
若
い
組
合
員
も
、
こ

の
先
の
展
望
が
示
さ
れ
な
い
中

で
、
非
組
合
員
と
い
う
立
場
、
共
済

打
ち
切
り
の
不
安
な
ど
を
抱
え
て

い
る
▼
東
労
組
の
大
量
脱
退
で
職

場
で
は
36
条
問
題
な
ど
も
浮
上
し

て
き
た
▼
国
労
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
の

発
展
に
責
任
を
持
つ
事
で
は
な

く
、
不
安
に
晒
さ
れ
た
労
働
者
に

責
任
を
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
。（
瀧
）

港区新橋 5─15─5
国鉄労働組合中央本部
　　　  103─5403─1640
発　行　人　菊池忠志
編集責任者　瀧口良二
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２
・
12

１
・
５
％
分
の
賃

上
げ
も
社
会
保
険
料
や
増
税
で

帳
消
し
、
増
え
ぬ
「
手
取
り
」
浮

き
彫
り
、
大
和
総
研
が
試
算
▽

米
国
防
予
算
案
、
軍
備
増
強
で

ミ
サ
イ
ル
防
衛
大
幅
強
化
へ

２
・
14

安
倍
首
相
が
裁
量

労
働
を
め
ぐ
る
予
算
委
答
弁
で

陳
謝
、
ず
さ
ん
な
厚
労
省
調
査

▽
前
橋
地
裁
が
朝
鮮
人
強
制
連

行
追
悼
碑
の
群
馬
県
更
新
不
許

可
は
違
法
と
判
断
▽
米
フ
ロ
リ

ダ
州
で
退
学
処
分
の
19
歳
元
生

徒
が
校
内
銃
乱
射
、
17
人
死
亡

２
・
17

平
昌
冬
季
五
輪
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
羽
生

結
弦
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得
、

連
覇
は
男
子
で
66
年
ぶ
り

２
・
20

福
島
地
裁
が
東
電
に

１
０
２
歳
の
原
発
事
故
自
殺
者

に
一
千
五
百
万
円
賠
償
命
令

▽
米
軍
三
沢
基
地
で
Ｆ
16
戦
闘

機
出
火
、
燃
料
タ
ン
ク
を
投
棄

（ １ ）２０１８年３月１８日（日曜日）

2018春闘

国
鉄
闘
争
を
支
援
す
る
三
重
の
会
が
主
催
し
て
、
２
月
４
日
に

三
重
県
津
市
内
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
30
年
を
検
証
す
る
三
重
の
集

い
」
が
会
員
、
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
30
年
を
検
証
す
る
三
重
の
集
い

名
松
線
廃
線
の
危
機
を
乗
越
え
る

東
京
・
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
８
春
闘
勝
利
国
労
中
央
総
決
起
集
会

澤
壽
議
長
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

勝
島
一
博
事
務
局
長
、
日
本
労
働

弁
護
団
の
福
田
護
弁
護
士
か
ら
、

「
国
労
が
18
春
闘

の
先
頭
で
頑
張
っ

て
欲
し
い
」「
安
倍

政
権
の
推
し
進
め

る
働
き
方
改
革
を

阻
止
す
る
た
め
に

共
に
闘
お
う
」
な

ど
激
励
の
挨
拶
を

受
け
た
。

松
川
書
記
長
よ

り
、「
２
０
１
８
春

闘
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

具
体
的
な
提
起
が

行
わ
れ
た
あ
と
、

北
海
道
本
部
伊
藤

委
員
長
、
東
日
本

本
部
大
沼
委
員
長
、
東
海
本
部
上

野
書
記
長
、
西
日
本
本
部
森
田
委

員
長
、
四
国
本
部
藤
井
副
委
員

長
、
九
州
本
部
千
々
岩
委
員
長
、

全
国
貨
物
協
議
会
木
村
事
務
局

長
よ
り
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
青
年
部
が
登
壇
し
、
中

嶋
青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
集
会
を
終
え
た
。

集
会
後
、
参
加
し
た
組
合
員
と

共
闘
の
仲
間
に
よ
っ
て
デ
モ
に

移
り
、
代
々
木
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
を
出
発
し
、
明
治
通
り
を
経
由

し
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
を
通
る

コ
ー
ス
で
、「
18
春
闘
勝
利
、
生
活

で
き
る
大
幅
賃
上
げ
を
」
「
外
注

化
や
業
務
委
託
を
見
直
し
て
、
Ｊ

Ｒ
の
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
」

「
格
差
是
正
で
働
き
や
す
い
職
場

へ
」「
全
て
の
仲
間
を
正
社
員
に
」

「
憲
法
違
反
の
戦
争
法
廃
止
、
戦

争
・
原
発
・
基
地
を
な
く
そ
う
」

と
沿
道
の
人
々
に
呼
び
掛
け
た
。

国
労
は
、春
闘
勝
利
に
向
け
３
月
６
日
に
一
日
行
動
と
し
て
国

労
中
央
総
行
動
を
取
り
組
み
、２
０
１
８
春
闘
を
職
場
・
地
域
で

勝
ち
取
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

青年部が登壇して中嶋青年部長の音頭で団結がんばろう

国
会
要
請
行
動
・
デ
モ
行
進

菊
池
委
員
長
を
先
頭
に
新
宿
の
繁
華
街
を
デ
モ
行
進

JR30年を検証する三重の集い

◎
東
日
本
本
部
　
東
京
地
本

八
王
子
地
区
本
部
　
八
王
子
信

号
通
信
技
術
セ
ン
タ
ー
　
31
歳

未
加
入
　
３
月
６
日
付

◎
九
州
本
部
　
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社

（
青
年
）
　
３
月
１
日
付

◎
東
日
本
本
部
　
東
京
地
本

自
動
車
支
部
・
東
京
分
会
　
ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
・
東
京

支
店
　
60
歳
　
３
月
１
日
付

組
織
拡
大

速報
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支
部
で
は
、
署
名
行
動
を
通
じ

憲
法
改
悪
阻
止
を
世
論
に
訴
え

る
と
同
時
に
、
職
場
・
分
会
の
活

性
化
、
地
区
協
議
会
と
の
連
携
強

化
を
目
的
に
街
頭
宣
伝
行
動
を

決
定
し
た
。

準
備
段
階
に
お
い
て
、
常
磐
地

区
の
組
合
員
が
の
ぼ
り
旗
の
準

備
、
分
会
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
印

刷
、
支
部
は
チ
ラ
シ
を
作
成
し

た
。行

動
当
日
は
絶
好
の
宣
伝
日

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
「
カ
ポ

エ
イ
ラ
・
ダ
ン
ス
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
あ
と
、
主
催
者

を
代
表
し
て
、
け
ん
り
春
闘

実
行
委
員
会
の
金
澤
壽
共
同

代
表
が
、「
日
本
で
働
く
外
国

人
は
１
０
０
万
人
を
超
え
て

い
る
。
日
本
が
少
子
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
な
か
、
そ
の

数
は
更
に
増
え
て
行
く
だ
ろ

う
。
日
本
で
働
く
全
て
の
労

働
者
の
生
活
と
権
利
が
守
ら

れ
、
多
国
籍
の
仲
間
と
と
も

に
働
き
、
と
も
に
生
き
る
『
多

民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
』

を
目
指
し
て
い
こ
う
」
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
日
本
音
楽
協
議
会

東
京
支
部
の
歌
。
全
統
一
労
働

組
合
か
ら
「
外
国
人
技
能
実
習

生
の
権
利
を
確
立
し
よ
う
」
と

の
ア
ピ
ー
ル
。
寿
・
外
国
人
出

稼
ぎ
労
働
者
と
連
帯
す
る
会

の
踊
り
。
東
京
朝
鮮
高
級
学
校

卒
業
生
の
季
章
浩
さ
ん
の
「
朝

鮮
学
校
で
学
ぶ
権
利
を
」
と
の

ア
ピ
ー
ル
。
移
住
者
と
連
帯
す

る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安

藤
ま
き
こ
さ
ん
の
活
動
報
告
。

Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
労
働
組
合
の
ビ
ル

マ
パ
オ
族
の
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
。

歌
と
踊
り
の
途
中
に
は

「
解
雇
自
由
は
許
さ
な
い
！
」

と
し
て
、
５
年
５
カ
月
の
闘

い
を
経
て
和
解
を
勝
ち
取
っ

た
フ
ジ
ビ
闘
争
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不

当
解
雇
撤
回
を
闘
う
原
告

団
、
日
本
人
乗
務
員
を
職
場

に
戻
せ
と
闘
っ
て
い
る
Ｆ
Ａ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団
か
ら

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
集
会
を
終

え
、
今
年
も
サ
ン
バ
隊
を
先

頭
に
上
野
公
園
か
ら
マ
ー
チ

が
出
発
し
、
沿
道
の
人
達
に

多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
訴
え
、「
と
も

に
生
き
よ
う
」「
仲
良
く
し
よ

う
」「
首
切
り
す
る
な
」「
差
別

は
や
め
ろ
」
と
コ
ー
ル
を
行

っ
た
。

《新生きるためのがん保険Ｄａｙｓ　新生きるためのがん保険Ｄａｙｓプラス》

　
    

 

　 　
　　

＜募集代理店＞　アベニール株式会社
〒105-0004　東京都港区新橋5-15-5　交通ビル3F
TEL：03-3437-6810　　FAX：03-3437-6822

　
　 　

　

＜引受保険会社＞　アフラック　東京第二法人営業部
〒163-0456　東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

　
　

　　　　　　　 　
　　　 　　

　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

　

　

　

※詳しくは「契約概要」等をご覧ください。

新 生きるためのがん保険Days
保険期間：終身（抗がん剤治療給付金は10年）

診断給付金

入院給付金

通院給付金
手術
治療給付金
放射線
治療給付金
抗がん剤
治療給付金
※上皮内
新生物は
保障対象外

〈新 生きるためのがん保険Days〉Aプラン
入院給付金日額10,000円　定額タイプ
団体（集団）取扱・月払　解約払戻金なしタイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新）

〈新 生きるためのがん保険Daysプラス〉
団体（集団）取扱・月払
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は10年更新）

2014年９月22日現在

　

　

AF006-2016-0844　12月27日

   

※〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は
更新時の年齢・保険料率によって決まります。

Aプラン 入院給付金日額10,000円

三
大
治
療

終
身

10
年
満
期

（
自
動
更
新
）

1日につき　10,000円

1回限り
　
がん100万円

2,020円
2,840円
4,270円
6,920円

20歳

契約日の
満年齢 男 性 女 性

30歳
40歳
50歳

2,190円
3,100円
4,590円
5,940円治療を受けた

月ごと
治療を
受けた
月ごと

乳がん・前立腺がんの
ホルモン療法のとき

1回限り
上皮内
新生物10万円

1日につき　10,000円
1回につき　　　　20万円
1回につき　　　　20万円

10万円
（給付倍率2倍）

5万円
（給付倍率1倍）

新 生きるためのがん保険Daysプラス
通院給付金日額10,000円　保険期間：終身（抗がん剤治療給付金は10年）

診断給付金

通院給付金

抗がん剤
治療給付金
※上皮内
新生物は
保障対象外

診断給付金ありコース

終
身

10
年
満
期

（
自
動
更
新
）

1回限り
　
がん 50万円

治療を受けた
月ごと

治療を
受けた
月ごと

乳がん・前立腺がんの
ホルモン療法のとき

1回限り
上皮内
新生物 5万円

1日につき　10,000円

5万円
（給付倍率2倍）

2.5万円
（給付倍率1倍）

診断給付金なしコース

治療を受けた
月ごと

治療を
受けた
月ごと

乳がん・前立腺がんの
ホルモン療法のとき

1日につき　10,000円

5万円
（給付倍率2倍）

2.5万円
（給付倍率1倍）

2014年９月22日現在
※〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は
更新時の年齢・保険料率によって決まります。

735円
1,035円
1,560円
2,580円
4,405円
900円
1,300円
1,955円
2,480円
2,905円

405円
545円
830円
1,450円
2,690円
585円
860円
1,360円
1,740円
1,970円

20歳
30歳
40歳
50歳
60歳
20歳
30歳
40歳
50歳
60歳

契約日の
満年齢

性
別

診断給付金
ありコース

診断給付金
なしコース

＜新Ｄａｙｓプラス＞は、現在ご加入のアフラックの「がん保険」とあわせてご
契約いただくことを前提とした商品ですので、どちらも大切にご継続ください。

─

男 

性

女 

性

和
と
な
り
、
非
番
・
休
み
の
組
合

員
17
名
が
結
集
し
た
。

野
佐
根
支
部
委
員
長
を
先
頭

に
、
各
自
が
「
憲
法
９
条
が
有
っ

た
か
ら
こ
そ
世
界
で
信
頼
を
得
、

73
年
間
戦
争
で
殺
し
殺
さ
れ
る

事
が
な
か
っ
た
」
「
国
会
内
は
改

憲
勢
力
の
数
が
多
い
が
、
国
民
の

力
で
平
和
憲
法
を
守
り
ま
し
ょ

う
」
「
社
会
保
障
を
切
り
捨
て
る

中
で
、
多
額
の
税
金
が
米
国
産
の

武
器
購
入
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
許
し
て
は
い
け
な
い
」
と
訴

え
る
な
か
、
参
加
者
ひ
と
り
一
人

が
「
憲
法
９
条
を
守
り
ま
し
ょ

う
！
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
署
名

を
呼
び
掛
け
た
。

午
前
中
の
１
時
間
の
行
動
だ

っ
た
が
、
１
５
０
枚
の
チ
ラ
シ
配

布
と
23
筆
の
署
名
を
集
約
し
、
次

回
は
地
区
協
独
自
で
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。

午
後
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
の

組
織
脱
退
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

内
の
情
報
収
集
と
国
労
の
組
織

拡
大
を
目
的
に
、
山
手
線
・
京
浜

東
北
線
を
中
心
に
支
部
独
自
チ

ラ
シ
と
東
日
本
本
部
作
成
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
持
っ
て
緊
急
の
職

場
オ
ル
グ
を
取
り
組
ん
だ
。

４
万
３
千
人
余
り
の
組
合
員

を
組
織
し
て
い
た
東
労
組
の
大

量
脱
退
に
対
し
、
国
労
の
機
敏
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

東
京
地
本
上
野
支
部
は
２
月
24
日
に
休
日
で
賑
わ
う
上
野

駅
公
園
口
で
「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万
人
署
名
」
を
取

り
組
ん
だ
。

上
野
支
部
が
街
頭
宣
伝
行
動

憲
法
を
活
か
す
全
国
統
一
署
名

細
田
実
雲
南
市
議
会
議
員
に

紹
介
し
て
頂
き
、
「
①
木
次
線
活

性
化
に
向
け
た
継
続
し
た
取
り

組
み
。
②
ロ
ー
カ
ル
線
へ
の
国
か

ら
の
支
援
。
③
鉄
道
軌
道
整
備
法

の
対
象
拡
大
。
④
鉄
道
事
業
法
の

見
直
し
」
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

た
。意

見
交
換
会
で
は
、
「
ト
ロ
ッ

コ
列
車
が
平
成
31
年
度
の
運
行

が
計
画
で
き
な
い
な
か
、
木
次
線

か
ら
観
光
列
車
が
無
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
「
山
陰
Ｄ
Ｃ
に
合

わ
せ
て
運
行
さ
れ
る
�
天
地
�
の

木
次
線
へ
の
乗
り
入
れ
が
出
来

な
い
か
」
「
観
光
で
訪
れ
木
次
線

の
便
数
の
少
な
さ
に
驚
く
人
が

多
く
、
観
光
客
が
列
車
を
利
用
し

た
く
て
も
出
来
な
い
」
な
ど
が
出

さ
れ
た
。

現
在
、
木
次
線
の
活
性
化
を
図

る
為
に
駅
舎
を
利
用
し
た
催
し

や
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
転
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
近
々
に
「
木
次

線
を
守
る
議
員
連
盟
」
も
発
足
さ

れ
る
な
ど
、
木
次
線
を
守
る
為
に

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
と
き
、

「
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
り
ま
す

と
い
う
『
約
束
』
は
ど
こ
に
行
っ

た
の
か
」
と
い
う
話
も
出
さ
れ
た

が
、
Ｊ
Ｒ
は
国
民
の
共
有
財
産
を

引
き
継
い
だ
「
公
益
事
業
者
」
で

あ
る
こ
と
を
地
域
の
方
は
し
っ

か
り
と
見
て
い
る
。

自
治
体
任
せ
で
な
く
運
行
主

体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
し
っ

か
り
と
し
た
方
針

を
打
ち
出
し
、
地
元

に
協
力
を
呼
び
掛

け
る
姿
勢
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
、「
労
働

組
合
の
姿
勢
・
運

動
も
問
わ
れ
て
い

る
」
と
い
う
認
識

の
も
と
、
地
域
の

方
々
と
共
に
「
木

次
線
を
守
る
取
り

組
み
」
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

米
子
地
本
と
出
雲
支
部
は
一
昨
年
12
月
に
続
き
、
木
次
線
沿
線

の
奥
出
雲
町
、
雲
南
市
の
議
会
・
行
政
に
対
す
る
要
請
行
動
を
２

月
27
日
に
取
り
組
ん
だ
。

米
子
地
本
が
要
請
行
動

木
次
線
沿
線
自
治
体
へ

上野駅公園口で行われた全国統一3000万人署名

木次線活性化等を求める要請書を手渡す倉下委員長

実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る「
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ
２

０
１
８
―
こ
こ
に
あ
る
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
―
」が

３
月
４
日
に
上
野
公
園
水
上
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

150枚のチラシ配布と23筆の署名を集約

マーチ・イン・マーチ
2018

多民族・多文化共生社会を


